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く充填 されているにも拘 らず､ 茎洞穿孔や膿胸等を瑠乗したものが 1例 もなかった事は注目すべきで

あって､ この事は自由蜘隆が肺の主病巣の周囲寄附こ自然に菱毒されていた事か ら､とりも直さず､肋膜

南下に肺病巣が無かった事を意味するものと考えられ､ それ等の事実から胸腔内充填術が一見危かし

いものに見えなが ら､菖由胸腔内に充填が行われる限 り､ 実は予想外に安全なものなる事が分るので

ある○

以上の様な限局性自由胸腔に対する充填術の経験から我jt柱 自由陶睦が更に王冠汎に渉って証明せ ら

れ､J完全賃胸に近い第陶術を行い得 る場合にも本法をH藍-I:,用し得 る可能性を認め､ 充填物を)荒い胸腔円

の任意の部位に固定し得る棟にする目的から一昨年来弾力性軟､有茎性､褒状充填物の製作に勉めて

いるが,'現在までの処では製作上の扱術的困難性から未だその目的を達 していない｡ 併し､久保及び
高亀の動物実験によれば､ 高分子化合物の重合物は程度の差こそあれ､何れ も組棺に対する異物刺戟

が置掻であ り､叉それ等の中にはポリビ--ルアルコ-ル､ ポ 1)エチ レン､合成ゴム､ナイロン77

ミラン等の様な弾力性に富んだ物質 も多々あるのであるから､ 何れはその目的を達 し得るものと思わ

れる○

以上陶睦内充填術のその後に就いて大要を述べ､本法の完成に対 して御協力､御後援をお厭いする

次第であるo

位相差顕微鏡による二､三抗性酸菌､特に結核菌の観察

(第 2 報)

常 盤 太 助

轟に我Aは位相差顕微鏡による所謂島型結核菌の観察を行い､ その成績を昭和25年 7月の結核研究

会講演会に痕告した｡今回は同校の観察を鳥型菌の外､スメグマ蘭や人型結核菌 Frankfurt株等に就

いてもq行い､ 菌の発育様式を夫々同一の生菌標本に就いて経過を迫って観察したので､ こ 1に再びそ

の大要を報告するo

観察方法としてはPH7.0の3%グリセl)ン寒天を用いたフイルム犀書法によって菌を培若 し､培養

向後か ら菌の発育開始を見るまでは殆んど持続的に.以後は-∵定時間毎に､位相差摂描鏡下で経過を迫

って観察した. 射ち､菌の発育開始後はスメグマ菌では2時間毎に､島塑宙では4時間毎に､人型結

核菌では8時間毎に観察したのであって､全体の観察期間は､前 2者では2週間､後者では2又は3週

間である｡叉培養に当っては3%グl)セ1)ン寒天の凝固水の表面に発育せしめた幼弱で､売育旺盛な菌

を選び､これを白金耳二に探 り試験管と塗で堅 く磨滅 してフイル ム増地上に移 し､ 位相差額頻鏡下帽塩装

置中で培養した｡

第1図は培養直後に位相差額揚参篭下に見 られた3種の抗酸性菌の形態であって､図の様な種々の形の

物が認められる (図省略)｡それ等の中か ら菌体が均等に輝いて見える峯個菌を選び､その培養経過を

スメグマ園に就いて見ると攻の通 りである○

先ず培養 2時間日頃から菌体の一部が徐Aに輝 きを増 して乗､ 30分位経つとこの輝きは最大限度に

達 し､その部に光輝性の王領粒が形成せ られ､ 更に10分乃至20分経つ とこの期粒は苑芽して細い糸状の
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●

突起を出すOこの糸状体には元の菌体と略々同じ長さのものと､ それより若干長いものとがあり､叉

次の様な二つq)態度が認められる○ その一つは硬びた糸状体の先端部の近 くに､即ち､先端部から約
y5位の部分に,糸状体より精々太 く･強く輝いて見える小さな横様の中点が現われるもので､L他の一つ

は現われぬものであるo前者では糸状体は更に若干延び､ さきに現われた光輝性の中点が見えたくな

り/j､点があった部分に相当して分節が起 り､ 分節後は分節部より先端に近いものは同様にして分節を
I

繰返し,基部に近いものはそのまも発育して梓菌となるが.後者では分節が起らずに糸状体はそのま 1

発育して梓菌となるo そしてこの樟菌は再び前述の過穂を繰返して増.殖する.一方発芽を終えた充の

梓菌と発芽によって新しく生じた樟菌との間には､間隙を生じ､互いk:他と相離れ､ 最初に光輝性の

期粒が認められた部分では費早､ 瀬粒が認められなくなり､次いで培萎経過と共に菌体中に明暗の臭

った部分があちこちに生じ､速には Muchの頼粒と思われる数個の王統粒に分断せられ､少くとも2週

間以内の観琴では新たに発芽する所見が認められないO 以上は均等に療いて見える畢個菌に就いての

観察であるが､遊離した頼粒からする発芽の場合も同様である｡叉菌の趣欝によって菌の形,大きさ､

配列状態等に差異がある事は勿論であるが､ スメグ与菌に見られた前述の様な発育態度は､^型結核l

菌や所謂鳥型結核菌の場合に放ても重 く同株に見る事が出来る｡ 即ち､抗酸性菌の発育枝式は童芽が

その基本様式であり､ 所謂分節現象は発芽によって生じた細い糸状体の中で光輝性の細粒が見られる

場合にのみ認められるのであって､この瀬粒が見ら新しぬ場合には認められないのであるO 叉成熟した

梓蘭は糸状体が発育を途げ発芽の母体となった元の菌体から遊離したものに他ならないのであるo

次に第2図は以上の発育様式を図示したもめである (図省略)｡ おらぼ菌の増殖の根元となる前述の

様な光輝性の瀬粒の本態は如何なるものであらうかO これを知る目的から我Aは次の様な観察を行っ

た.我々の研究所第7部の植田教授の方法に従い､Kirchner埼地上に発育せしめた権 く発育初期の菌

朕をオブ-クトグラスに貼 りつけ､これにZiehl-Neelsen氏染色を施して見ると､ 発芽によって生じ

たと思われる菌体は明らかに青 く染って居 り､ 欧に発芽を終えたと思われるo菌体は暗紫色を帯び､

発芽後更に時間が経ったと思われる古い菌座は赤 く染って見えるのであるが､ この染色模本とその健

位相差蘇扱鏡で観察すると̀次の様な所見が認めら咋るのであるO 即ち､既に第芽を終えた古い菌体及

び発芽によって新たに生じた青 く染まる糸状体の一端には光輝性の期粒を認める事は出来ないが､ 暗

紫色を量する菌体から発芽が起 りつ 1あると思われる部分に相当して光輝性の傾粒を認 め る事 が 出
/

鴫 釆る｡

以上の所如 ､らすると位相差顛韻鏡下に認められる光野性の頼粒は動的なものであ｡､ 発育能力の
旺盛な菌にのみ現われ､ 発育に先立って菌の核棟物質が菌体の一端に凝集して出来たものと考えられ

Lる｡

以上の観察成績は植田教授が既に固定染色樟本に就いて普通の顧凍鏡で観察された所 見 に比べて特

に変った点は認められないのであるが､ 位相詔窮'̂,#鏡では染色されてない生菌に就いて菌の発育様式

を経過を迫って観察する事が出来､ 而かも生菌を染色せずに観察する場合には普通の顧碩鏡を用いる

場合に比べて造かに明瞭な所見が得られ､ 殊に覇粒の観察には好適であるから､･これ等両顕揚鏡を併

せ廠用すると菌の発育様式をより正確に知る事が出乗る｡

我Aは今後更に種Jkの薬剤を作用せしめた場合に放ける菌の発育様式に就いても観察する積 りであ

るが､それ等に就いては時を改めて報告したいと思 うO

〔我 々は以上の諸実験を位相差貞娘役鏡を結核化学療法の研究L/{雁用する尻の準備 として行った｡我 々の培養法並び

に親祭族件では以上の様な発育株式が認められたが.他の錬件下では我 々のと其った所 見が 見 られろ場合もあらう

かと思われるO多数の祈究者の手!,TLよって種 々の族件下に於げろ各種の抗酸性菌の基本的な発 育株式 が明らかにさ

.れるならば串甚である｡〕


